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あらまし：スマートフォンに代表される携帯端末の急速な利用拡大に伴い, Web サイトは人々の生活にと

ってますます身近で欠かせないものとなった. こうしたことから, Web サイトにおけるユーザビリティが

重要視されている. しかしながら琉球大学公式 Web サイトは, ユーザビリティを意識した Web サイト制

作を行っていない. そこで, ユーザビリティ向上のための改善案を作成し, Web サイトのユーザビリティ

について考察する.  
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1. はじめに 
 インターネットの利用者は年々増加している. ま
たスマートフォンに代表される携帯端末の急速な利

用拡大に伴い, Web サイトは人々の生活にとってさ

らに身近で欠かせないものとなった. 総務省の平成 
26 年度情報通信白書（1）によると, インターネット

利用者数が昨年に引き続き 329 万人増加して 10.044
万人となっている. また, 端末別インターネット利

用状況をみると,「自宅のパソコン」が 58.4%と最も

多く, 次いで「スマートフォン（42.4%）」,「自宅以

外のパソコン（27.9%）」となっている. こうしたこ

とから, 一般ユーザにとって Web サイトが見やすい

か, 利用がしやすいかといった, ユーザビリティが

重要視されている.  
 またネットエイジアの大学選びに関する調査

2014（2）によると, 大学を選ぶ際の情報収集は「公式

ホームページ」が 6 割, 「ネット検索」が 3 割とな

っており, インターネットを利用した大学の情報収

集が主流になっている. この流れを受け,本稿では琉

球大学公式 Web サイトのユーザビリティ向上を検

討する. 
 
2. ユーザビリティ 
ユーザビリティの定義は、一般的に国際規格 IS0 

9241-11(3)が用いられる. これによると, 「Extent to 
which a product can be used by specified users to 
achieve specified goals with effectiveness, efficiency and 
satisfaction in a specified context of use.」(3)と記載され

ている. 特定のユーザが、特定の利用状況の中で, 特
定のゴールを達成するために, ある製品を (有効性,
効率性, 満足度を伴って) 利用できる度合いのこと

である.  
つまりユーザビリティを向上するには,「特定の」

ユーザと「特定の」ゴールが基準となって, 有効性 
(ゴールは達成可能であるか) や効率性 (ゴールの達

成はスムーズであるか) のみならず, ユーザの主観

的な満足度も含めて検討する必要がある. 
 

3. ユーザビリティ向上の検討方法 
本研究では, 日経 BP コンサルティング 全国大学

サイト・ユーザビリティ調査 2014-2015(4)よりユー

ザビリティが高いとされる上位３校の「T 大学」「Y
大学」「O 大学」の公式 Web サイトとの比較から違

う点を見つけ出し, ユーザビリティを向上させるこ

とにした. 対象ユーザは入学希望者, 対象ページは

トップページ, 大学情報, 学部・大学院・センター等, 
入学希望者の皆さまへの 4 つとする. 

3.1 琉球大学公式 Web サイトの問題点 

A) トップページ 
— 2 スクリーン以内にまとまっていない 
— 動きのある画像を使用 
— リンクがわかりづらい 

B) 大学情報 
— 2 スクリーン以内にまとまっていない 
— カテゴリとリンクが分かりづらい 

C) 学部・大学院・センター等 
— 2 スクリーン以内にまとまっていない 
— カテゴリとリンクがわかりづらい 
— 各学部学科のサイトのリンク一覧になっ

ている 
D) 入学希望者の皆さまへ 

— 2 スクリーン以内にまとまっていない 
— カテゴリとリンクがわかりづらい 

3.2 解決方法 

A) トップページ 
— タブメニューを利用 
— 画像の動きをなくす 
— title 属性の利用 

B) 大学情報 
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— 3 カラムで表記 
— カテゴリとリンクの表示の変更 

C) 学部・大学院・センター等 
— 3 カラムで表記 
— 学部紹介ページを作成 

D) 入学希望者の皆さまへ 
— 3 カラムで表記 
— カテゴリとリンクの表示変更 

 
4. 評価 

4.1 評価方法 

評価は, ユーザビリティテストのパフォーマンス

測定で行った. ユーザビリティテストとはユーザが

参加する評価方法の総称であり, ユーザにタスクを

実行させて、ユーザがタスクを実行する課程を観察、

記録するテストである. 思考発話法, 回顧法, パフ

ォーマンス測定の3つの代表的なテスト手法がある. 

4.2 ユーザビリティテストの実施 

今回のユーザビリティテストは, 被験者２０人で

行った. 現在の琉球大学公式 Web サイトと改善案の

２つの Web サイトを実際に使用し, ２つのサイトに

同じ３つのタスクを実行させた. この時, 有効性と

効率性の指標である, 達成できたかどうかと達成時

間を記録した. また満足度は, タスク終了後ユーザ

に SUS（System Usability Scale）の質問紙を利用して

主観的評価を行った.  
 

表 1 タスク一覧 

タスク 1 大学の目的・基本理念を調べてください

タスク 2 入学金・授業料を調べてください 

タスク 3 
法文学部総合社会システム学科の 
取得できる資格・免許を調べてください

 

4.3 測定結果 

表 2 平均達成時間と達成率 
 タスク 1 タスク 2 タスク 3 

琉 球

大 学

公 式
Web
サ イ

ト 

改 善

案 
琉 球

大 学

公 式
Web
サ イ

ト 

改 善

案 
琉 球

大 学

公 式
Web
サ イ

ト 

改 善

案 

平均

達成

時間

(秒) 

26.25 27.89 35.25 22.42 145.22 37.25

達成

率
(%) 

100 95 100 95 45 100 

 
 
 

表 3 SUS の主観的評価結果（SUS score） 

 
琉球大学公式

Web サイト 
改善案 

平均 SUS score
(Grade) 

48.125(F) 74.5(B) 

 
5. 総括 

5.1 まとめ 

 改善案のユーザビリティテストでは, 達成時間, 
達成率に関してはそれほどの改善は見受けられなか

ったものの, タスクによっては改善がみられた。ま

た, 満足度の観点である主観的評価に関しては著し

い改善がみられた. 今回は主に満足度の向上による

ユーザビリティの改善ができた.  
 また, 現在との比較のためにパフォーマンス測定

での評価を行ったが, なぜこのような結果になった

のか具体的な問題点を発見するためにはパフォーマ

ンス測定では不十分であるとわかった.  

5.2 今後の課題 

思考発話法による評価で問題点を探り, 改善し, 
また思考発話法による評価を繰り返すことでユーザ

ビリティはさらに向上できるのではないかと考え

た. 
また今回は, PC 用のサイトのユーザビリティ向上

と評価を行ったが, 今後は, スマートフォンやタブ

レット用のサイトもユーザビリティ向上を検討する

必要がある.  
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